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平成３０年度の教育大綱関連事業について 

◆幼児期の取り組み 

子どもの健やかな成長に向けた切れ目のない支援を推進します     （予算額：14,115,675 千円）  

＜主な事業＞                                                           （予算額） 

○つどいの広場事業（こども総務課）                                       ・・・16,860千円 

目的 子育て中の親の子育てへの負担感の緩和を図り、安心して子育て・子育ちができる環境を

整備し、もって地域の子育て支援機能の充実を図ります。 

手段・手法 ・つどいの場を提供するために、子育てアドバイザー２名を配置し、子育て悩み相談、利用

者の親御に対する地域の子育て関連情報提供を行い、子育てボランティア等に対する研

修を実施します。 

H30年度の 

実施事項 

・こどもーるの運営を委託します。 

利用者：おおむね３際未満の児童と保護者 

施  設：こどもーる鶴間（イオンモール大和内） 

       こどもーるつきみ野（つきみ野学習センター内（大和市北部文化・スポーツ・子育てセ

ンター開館後、同施設内へ移設予定）） 

       こどもーる高座渋谷（イオン大和店内） 

 

○子育て支援施設管理運営事業（ほいく課）                                ・・・54,262千円 

目的 幼稚園児等を対象とした送迎ステーションや、理由を問わず気軽に子どもを預けられる託児

施設などの管理運営を行います。 

手段・手法 ・幼稚園バスによる送迎を実施し、これまで幼稚園を利用できなかった方のニーズに対応 

することで、保育の受け皿として幼稚園の利用を促進します。 

・子育て中の親の育児負担を軽減するため、託児サービスを提供します。 

・子育てを支援するため、相談室等を使用して、保育士等による育児相談を実施します。 

H30年度の 

実施事項 

・平成３０年４月に中央林間東急スクエア３階に子育て支援施設を新設し、指定管理者に運

営を委ねます。 

 

○保育所等乳児見守り安全対策事業（ほいく課）                             ・・・32,400千円 

目的 保育所等に通う乳児を見守るとともに、安心して子どもを預けることができる保育環境を整備

します。 

手段・手法 ・ベビーセンサーを購入し、各施設の０歳児保育に必要な数を配布します。 

H30年度の 

実施事項 

・保育所等（認可保育所、認可外保育施設含む）にベビーセンサーを導入します（赤ちゃん

まもるくん２）。  【※参考 赤ちゃんまもるくん】 

・保育所等 およそ 80 施設 

・０歳児児童  およそ 400 名 

  

資料２ 
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◆義務教育期の取り組み 

夢や目標に向かってたくましく生きる子どもを育てます            （予算額：1,318,389 千円）  

＜主な事業＞                                                           （予算額） 

○放課後児童クラブ施設整備事業（こども・青少年課）                            ・・・96,664千円 

目的 放課後児童クラブへの入会希望児童数が、既存施設の定員を超えると予測される小学校に

ついて、受入れ体制の整備を行います。 

手段・手法 ・緑野小学校の敷地内に、専用プレハブ施設を建設します。 

H30年度の 

実施事項 

・定員１０５名（２７５㎡・軽量鉄骨・平屋） 

・工事請負費 ９６，６６４千円 

 

○外国人児童生徒教育推進事業（指導室）                                  ・・・19,672千円 

目的 外国人児童生徒が、日本語で教育内容を理解できるようにします。 

手段・手法 ・日本語指導員及び外国人児童生徒教育相談員等の派遣や通知文書等を各言語に翻訳 

・「楽しい学校」改訂版の残部の状況に応じた増刷 

・日本語指導巡回教員の配置 

・日本語指導アドバイザーの配置 

・外国人児童生徒支援コーディネーターの配置 

H30年度の 

実施事項 

・①国際教室担当教員の指導力向上に資する研修会の充実及び学校訪問による助言指導

を行います。 

・②児童生徒一人ひとりの教育的ニーズにこたえるための支援計画・支援シートの導入及び

活用を行います。 

・③国際教室未設置校に在籍する児童生徒への支援体制の充実を行います。  

 （日本語指導巡回教員の新設） 

・④取り出しによる日本語指導及び教科指導の充実を行います。 

・⑤通訳の派遣及び翻訳の支援を行います。 

・⑥編入児童・生徒への拠点方式による日本語指導を行います。（日本語指導アドバイザー

の新設） 

・⑦「③⑥」など新設の指導・支援体制を構築します。（外国人児童生徒支援コーディネータ

ーの新設） 
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○学力向上対策推進事業（指導室）                                      ・・・142,999千円 

目的 児童生徒への学習支援を行うとともに、特に小学校の若手教員の指導力を養うことで、総体

的に学力の向上を図ります。 

手段・手法 ・小学校において、「放課後寺子屋やまと」「夏休み寺子屋」を開催し、児童の予習復習等の

学習支援を行います。 

・小学校教員の指導力向上のための支援を行います。 

・中学校において、授業中及び放課後の学習支援を行います。 

・中学 3 年生に対する入試対策を、長期休業期間中に行います。 

H30年度の 

実施事項 

・指導主事が学校へ出向き、学校の研究や授業の指導などについて助言します。 

・小学校において、放課後子ども教室の開催日時に合わせて学校の空き教室等を活用した

放課後寺子屋やまとを開催し、児童の学習支援を行います。 

・経験の浅い小学校教員に対する指導を継続的に実施し、授業力の向上を図ります。 

・中学校において、少人数指導非常勤講師２人（英語・数学）、学習支援コーディネーター（１

人）、学習支援員（１人）を各校に配置し、生徒の学習支援を行います。 

 

○林間学習センター改修事業（指導室）                                     ・・・32,000千円 

目的 児童や生徒などの特別支援教育に関して専門的な立場から相談・支援・研修などを実施で

きる環境を整えます。 

手段・手法 ・特別支援教育に特化した相談支援センターや情緒障がい等の児童生徒への通級教室を

開設するために必要な改修作業を行います。 

H30年度の 

実施事項 

・林間学習センターを改修し、特別支援教育等の総合的施設として活用します。 

 

○プログラミング教育支援事業（教育研究所）                                 ・・・10,988千円 

目的 子どもたちが、将来に渡り必要とされる能力である「プログラミング的思考」を身につけられる

よう支援します。 

手段・手法 ・次期学習指導要領の実施に向け、全小学校教員を対象にプログラミングについての研修を

行います。 

・子どもたちが気軽にプログラミングに触れることができる機会と、より深くプログラミングを学

ぶ機会を提供します。 

H30年度の 

実施事項 

・平成３２年度から小学校で必修となるプログラミング教育について、教員への支援として研

修を行います。 

全体型研修 ： ２回（どちらかの回に参加） 

小学校の全教員を対象に、プログラミング教育の方向性について理解を深めます。 

訪問型研修 ： ２回×１９校 

各小学校を会場にした研修を学校の希望日により開催し、機器を用いてプログラミングソ

フトの操作、活用法について学びます。 

集合型研修 ： ２日×２回 

・小学校の代表者が参加し、より高度なプログラミング指導について学びます。 



 4 / 7 

 

創意に満ちた活力ある教育環境を整えます                  （予算額：3,181,505 千円）  

＜主な事業＞                                                           （予算額） 

○北大和小学校増築事業（教育総務課）                                  ・・・295,823千円 

目的 児童数の増加に伴う教室不足を解消し、教育環境を確保します。 

手段・手法 ・敷地西側に校舎の増築、既存プレハブやプールの解体、体育館の建替え、校庭整備等を

行います。 

H30年度の 

実施事項 

・北大和小学校の増築併行防音工事を行うとともに、既存プールの解体などの付帯工事を行

います。 

 
 
 

いじめ・不登校問題の解消に真摯に取り組みます                 （予算額：93,655 千円）  

＜主な事業＞                                                           （予算額） 

○いじめ等対策事業（指導室）                                           ・・・20,480千円 

目的 市立小中学校におけるいじめの撲滅を目指すとともに、子どもたちが安心して学校生活が送

れるような学校づくりに取り組みます。 

手段・手法 ・いじめ防止を学校・地域で考え、連携できるよう教育フォーラムや教職員・関係機関による

連絡協議会を開催します。 

・学級の状態や個人の成長の様子を客観的に把握し、より良い集団づくりやいじめ・不登校

の防止に役立てるために学級集団アセスメントテストを実施します。 

・全小中学校に対して児童・生徒指導研修会（訪問研修）を実施します。 

・スマートフォン等から匿名で報告・通報・相談ができるアプリケーションを市内全生徒が使用

できる環境を整備します。 

H30年度の 

実施事項 

・いじめ・不登校の更なる減少を図るため、全小学校５年生及び全中学校１年生を対象に学

級集団アセスメントテストを実施します。 

・全小学校において指導体制の充実を図るため、児童支援中核教諭を校内から選任し、そ

の授業代替要員として非常勤講師を県費と市費で配置します。 

・大和市のいじめ防止基本方針に基づき、いじめ問題対策連絡協議会や、いじめ問題対策

調査会を定期的に開催します。 

・学級集団アセスメントテスト実施後、学校が主体的かつ迅速に児童生徒への対応ができる

ような活動を進めるため、①中学校の生徒指導担当者と小学校の児童支援中核教諭を対

象、②市立小中学校の半分の学校を対象に研修会を実施します。 

・スマートフォン等から匿名で報告・通報・相談ができるアプリケーションを市内全生徒が使用

できる環境を整備します。 
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国際社会での活躍の礎となる英語力や国際感覚を育みます         （予算額：106,437 千円）  

＜主な事業＞                                                          （予算額） 

○英語教育推進事業（指導室）                                           ・・・87,804千円 

目的 外国語を通して積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度、言語、文化について理解を

深めるコミュニケーション力の向上を図ります。 

手段・手法 ・小学校外国語活動を充実させるため、外国語の音声や基礎的な表現に慣れ親しむことを

目的に、外国語を母語とする外国語活動指導助手を配置します。 

・中学校の英語指導を助けるため、外国人の英語指導助手が各中学校を巡回し、指導にあ

たります。 

・小学校英語学習の全面実施を見据え、英語教育推進のための事業委託を行います。 

H30年度の 

実施事項 

・市内の全中学校へ英語指導助手を派遣します。 

・市内の全小学校へ外国語活動指導助手を派遣します。 

  ◆５、６年生：年間３５時間   ◆３、４年生：年間１７時間 

  ◆１、２年生：年間 ５時間   ◆特別支援級：年間 ２時間程度 

・市内の全小学校において短時間学習を行います。 

・中学校外国語教育、小学校外国語活動の充実に向けて、引き続き英語教育スーパーバイ

ザーを設置します。 

・小学校外国語活動の充実に向けて、市内の全小学校において英語教育推進のための業

務委託を行います。 

・夏休みにイングリッシュ・デイを開催します。 

 

時代に即した先進的な情報教育を実施します                  （予算額：260,160 千円）  

＜主な事業＞                                                          （予算額） 

○教育に関する調査研究・研修事業（教育研究所）                               ・・・6,975千円 

目的 教職員の資質・指導力向上を図り、様々な教育課題の解決への糸口を探り出すことにより、

教職員が教育課題に対応できるように図ります。 

手段・手法 ・教育有識者を招き、様々な教育課題及び専門教科に関する研修講座を開催します。 

・指導担当員及び研究部会講師の提言を受けて、今日的な教育課題の調査研究を深めま

す。成果として研究紀要等を発刊します。 

・市内各所を取材し、社会科・総合的な学習の教材として小・中学校児童・生徒用の副読本

を発刊します。 

・教育資料・史料を収集・整理し研究を行います。 

・特色ある教育活動を、広報紙等で市民に広く周知します。また、所報等で教育情報を教職

員へ周知します。 

H30年度の 

実施事項 

・教育に関する調査研究を行います。 

・各種研修講座に加え、平成３０年度から新たに実践力向上研修を実施します。 

・学校教材として副読本の発刊を行います。 

・教育資料・史料を収集・整理・保管します。 

・特色ある教育活動や教育情報について広報します。 



 6 / 7 

 

◆幼児期～義務教育期～青年・成人期の取り組み 

健康に関する教育を推進します                           （予算額：364,026 千円）  

＜主な事業＞                                                          （予算額） 

○母子保健相談指導事業（すくすく子育て課）                                  ・・・4,831千円 

目的 安全な出産を迎えるために母体の健康管理を行うこと、出産後の健康管理や育児・健康面に

おける情報提供や相談に対応することで、子育て家庭の支援を行います。 

手段・手法 ・妊娠届を受理し、母子健康手帳を交付します。 

・妊娠・出産に向けた知識の普及啓発のための「プレママ・パパ教室」「イクメン講座」,乳幼児

期の育児教室として「もぐもぐ教室」「おべんとう教室」「1 歳児育児教室」を開催します。 

・２歳児歯科相談および育児相談を開催します。 

・１歳６か月児健康診査後のフォロー教室として「おやこ教室」を開催します。 

・子育て支援ツールと して IT 機能を充実します。 

・公共施設を「赤ちゃんの駅」として整備しています。 

H30年度の 

実施事項 

・母子健康手帳の交付 配布場所：保健福祉センター 

・各種啓発教室等の開催 

 プレママ・パパ教室：４０回（定員３０組） 

 イクメン講座     ： ３回（定員３５組） 

 もぐもぐ教室     ：２８回（定員２０人）     

 １歳児育児教室   ：１２回（定員２５人） 

 おべんとう教室    ： ３回（定員２０人） 

 ２歳児歯科相談   ：１２回（定員４０人） 

 育児相談       ：４８回（エコチル育児相談２４回） 

 おやこ教室（発達面フォロー教室） ：２４回（１回１０～１６組） 

・「らくらく予防接種」サイトの付加機能として、子育て何でも応援メール、電子母子手帳及び

赤ちゃんまもるくんを運用します。    

・赤ちゃんの駅として、勤労福祉会館のトイレにおむつ交換台を設置します。 

 

あらゆる世代の知性を高め人生を豊かにする読書活動を促進します    （予算額：617,213 千円）  

＜主な事業＞                                                          （予算額） 

○図書館管理運営事業（図書・学び交流課）                                  ・・・533,631千円 

目的 図書館の円滑な管理運営を行います。 

手段・手法 ・指定管理者制度を活用し、市立図書館及び中央林間図書館の管理運営を行います。 

・図書館の運営に必要なインフラの管理をします。 

・各学習センター図書室で必要とする消耗品等を計画的に調達します。 

H30年度の 

実施事項 

・市立図書館、中央林間図書館及び渋谷図書館の管理運営を行います。 

・渋谷図書館の指定管理者制度導入に向けた準備業務を行います。 

・市立図書館を中心として、図書館施策のさらなる推進に向けた取組を行います。 
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市民の豊かな心を育む生涯学習を推進します                 （予算額：1,841,589 千円）  

＜主な事業＞                                                          （予算額） 

○生涯学習センター管理運営事業（図書・学び交流課）                         ・・・290,217千円 

目的 生涯学習センターの円滑な管理運営を行います。 

手段・手法 ・指定管理者による管理運営を行います。 

・北部文化・スポーツ・子育てセンターの開館に向けた準備作業を進めます。 

H30年度の 

実施事項 

・指定管理者制度を活用し、シリウス内の生涯学習センター及び北部文化・スポーツ・子育て

センターの管理運営を行います。 

・北部文化・スポーツ・子育てセンターの開館に必要な備品、消耗品の調達等、事前準備を

整えます。 

 

○（仮称）大和市版オリンピック２０１８開催事業（スポーツ課）                            ・・・4,949千円 

目的 ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを盛り上げるため、市民と外国にルーツのあるさまざ

まな国や地域の方々に対し、スポーツを通じた国際交流が図られることを目的としたスポーツ

イベントを実施します。 

手段・手法 ・陸上競技を中心としたスポーツ大会を実施します。 

・競技場外のスペースでは、さまざまなイベントを行います。 

・実施にあたっては、市内の各スポーツ関係団体の協力により運営を行います。 

H30年度の 

実施事項 

≪（仮称）大和市版オリンピック２００１８大会概要≫ 

・日時：平成３０年７月１６日（祝：海の日） ９時３０分～１５時（予定）、 

・場所：大和スポーツセンター 

≪イベント内容≫ 

・競技種目：１００ｍ走、スタディオン（約１８０ｍ走）、８００ｍ走、走り幅跳び、フライングディスク

スロー、 １対１綱引き  

※参加資格：市内在住者または市外在住で外国にルーツのある人（いずれも 

中学生以上で事前申込必要） 

・レクリエーション種目：玉入れ、綱引き、５０ｍ走  

・競技場外イベント：飲食コーナー、パラスポーツコーナー、スポーツ体験コーナー、多文化

体験コーナー、アトラクションコーナー、プールイベントコーナー 

        ※誰でも参加可 （事前申込不要） 

 

 


